
「Un
io

n
 is P

o
w

e
r

」 

― 

産
業
組
合
岩
手
県
青
年 

連
盟
に
集
う
若
人
に
新
渡
戸
稲
造
が
与
え
た
遺
訓
で
あ
る
。 

今
号
で
は
こ
れ
を
中
心
テ
ー
マ
に
、 

達
増
知
事
を
囲
む
座
談
会
を
特
集
し
た
。 
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◆お問い合わせ、電話・FAX でのご注文は下記までお願いします。E-mail でもお受けいたします。 

一般財団法人新渡戸基金  〒020-0024 岩手県盛岡市菜園1-4-10 TEL:019-654-3279 FAX:019-652-4213 

E-mail : fund@nitobe.com  ホームページ「新渡戸稲造の世界」  http://www.nitobe.com/ 

 

「新渡戸稲造の世界」第２７号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０５７円  送料／１冊３００円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

Ａ５判・２３２ページ 定価２，０５７円 

新
渡
戸
の
第
一
高
等
学
校
校
長
就
任
後
の
人
生
は
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

非
難
の
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
気
の
小

さ
い
人
間
な
ら
、
ま
る
で
生
き
て
い
ら
れ
な
く
な
る
ほ
ど
の
周
囲
の
騒
ぎ
よ

う
だ
っ
た
。
若
い
時
か
ら
気
の
短
か
っ
た
あ
の
新
渡
戸
が
、
よ
く
も
我
慢
で

き
た
も
の
だ
と
思
う
ほ
ど
に
、
そ
う
い
う
言
辞
を
許
し
て
い
る
（
あ
る
意
味

で
無
視
し
て
い
る
）
の
は
、
上
に
立
つ
者
の
態
度
と
し
て
見
習
う
に
値
す
る

も
の
の
よ
う
に
思
う
。 

（
序
文
よ
り
） 



『新渡戸稲造の世界』第 27 号のご案内 

 
 

［ 目 次 ］ 

 

【特  集】  

１ 私の読書論（続） 新 渡 戸 稲 造  

【論  文】 

２ 新渡戸稲造と『武士道』 佐 藤 全 弘 大阪市立大学名誉教授 

３ 前田多門と普連土 大 津 光 男 普連土学園 財務理事 

４ 新渡戸稲造の意図した人格教育 浅 野 房 雄 
下妻小友幼稚園 非常

勤講師 

５ 
明治大正期における社会教育 

― 新渡戸稲造と田中舘愛橘をてがかりとして ― 
森 上 優 子 

お茶の水女子大学グロ

ーバルリーダーシップ

研究所 比較日本学教

育研究部門客員研究員 

６ 
国際連合ヨーロッパ本部所蔵「新渡戸稲造関係文書」 

― 「国際人」の実態とその可能性 
熊 田 圭 太 

平成28年度奨学研究生 

同志社大学大学院生 

【随 想】 

 

ＮＨＫの「知恵泉 新渡戸稲造編」に出演して 松 沢 幸 一 明治屋社長 

『随想録補遺』に収録された二つの論文と『武士道』 草 原 克 豪 拓殖大学名誉教授 

日本の伝統精神と日本の本質についての私案 小 甲 顕 史 松下政経塾３７期生 

西郷南洲に惚れた国際人 新渡戸基金編集部  

【講 演】 

 平成２９年度新渡戸稲造博士命日祭シンポジウム「新渡戸稲造を伝える、広める」 

【追 悼】 

 加藤武子様を多磨に納む 佐 藤 全 弘  

 内川頴一郎氏の長逝にあたり 佐 藤 全 弘  

 内川頴一郎さんを偲ぶ 加 藤 幹 雄 元国際文化会館常任参与 

 内川頴一郎さんと加藤武子さんを偲んで 大 津 光 男  


